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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】上皮成長因子受容体（EGFR）チロシンキナーゼ阻害剤であるゲフィチニブには、進行非小細胞肺癌患
者における抗腫瘍効果が認められており、第Ⅱ相試験などからは腫瘍縮小効果を示しやすい臨床病理学的因子
として日本人、女性、非喫煙者、腺癌が報告されている。しかし臨床の場においてゲフィチニブには抗腫瘍縮
小効果を認めない場合でも症状改善効果や生存期間の延長効果が指摘されており、奏功のみならず症状および
病勢コントロールが得られる「有効症例」が散見されている。すでに欧米では分子標的治療における有効症例
の考え方は定着しつつある。そこで我々は当院におけるゲフィチニブによる治療成績を有効症例および非有効
症例に分けて調査することによって、あらたな予後因子の検討をおこなうこととした。 
【対象】当院もしくは前医で組織診または細胞診で進行非小細胞肺癌と診断され、当院でゲフィチニブによる
治療を受けた患者68例。 
【方法】固形癌の治療判定基準ガイドライン（RECIST）における部分奏功（PR）に安定（SD）、不完全奏功／安
定（IR/SD）を加えたものを「有効症例」とし、効果および生存に寄与する因子の決定を単変量および多変量解
析を用いておこなった。 
【結果】有効症例は20例（29.4％）であった。多変量解析の結果、効果と非喫煙歴（p＝0.0066）・根治的手術
歴（p＝0.0094）との間に有意な相関関係を認めた。また生存期間と非喫煙歴（p＝0.0128）・根治的手術歴（p
＝0.0007）・PS良好（0-1）（p＝＜0.0001）との間に有意な相関関係を認めた。 
【結論】ゲフィチニブによって治療される進行非小細胞肺癌患者では、非喫煙歴と根治的手術歴が今後着目さ
れる予後因子であると考えられた 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
上皮成長因子受容体（EGFR）チロシンキナーゼ阻害剤であるゲフィチニブには、進行非小細胞肺癌患者にお
ける抗腫瘍効果が認められており、第Ⅱ相試験などからは腫瘍縮小効果を示しやすい臨床病理学的因子として
日本人、女性、非喫煙者、腺癌が報告されている。しかし臨床の場においてゲフィチニブには抗腫瘍縮小効果
を認めない場合でも症状改善効果や生存期間の延長効果が指摘されており、奏功のみならず症状および病勢コ
ントロールが得られる「有効症例」が散見されている。すでに欧米では分子標的治療における有効症例の考え
方は定着しつつある。そこで我々は当院におけるゲフィチニブによる治療成績を有効症例および非有効症例に
分けて調査することによって、あらたな予後因子の検討をおこなうこととした。 
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当院もしくは前医で組織診または細胞診で進行非小細胞肺癌と診断され、当院でゲフィチニブによる治療を
受けた患者68例。 
固形癌の治療判定基準ガイドライン（RECIST）における部分奏功（PR）に安定（SD）、不完全奏功／安定（IR/SD）
を加えたものを「有効症例」とし、効果および生存に寄与する因子の決定を単変量および多変量解析を用いて
おこなった。 
【結果】有効症例は20例（29.4％）であった。多変量解析の結果、効果と非喫煙歴（p＝0.0066）・根治的手術
歴（p＝0.0094）との間に有意な相関関係を認めた。また生存期間と非喫煙歴（p＝0.0128）・根治的手術歴（p
＝0.0007）・PS良好（0-1）（p＝＜0.0001）との間に有意な相関関係を認めた。 
ゲフィチニブによって治療される進行非小細胞肺癌患者では、非喫煙歴と根治的手術歴が今後着目される予
後因子であると考えられた。 
本研究ではゲフィチニブによる「有効症例」と非喫煙歴、根治的手術歴といった背景因子との間に有意な相
関関係が得られた。非喫煙歴については腫瘍遺伝子の変異が関わることが知られていたが、根治手術歴は今回
新たに提唱されたものである。手術による腫瘍体積減少の影響や病期進行に伴い腫瘍自身の遺伝子変化の可能
性など、今後の分子標的学治療において新たな研究に寄与する点は少なくないと考えられる。 
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